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○ 執行委員長 桐谷  仁（人文社会科学部支部） 

 今年度、執行委員長をつとめる人文社会科学部・法学科の桐谷仁です。よろ

しくお願いします。 

20 年前に静岡大学（法経短期大学部；当時）に赴任して以来の組合員ですが、

当時の「牧歌的」雰囲気に比べると、今、国立大学法人が置かれている状況は、

隔世の感がします。とくに本年度は、特例法案や現給保障制度の問題など、労

働組合として対応しなければならない重要課題が控えています。労組としての

真価が問われそうな、たいへんな時期に委員長になったと痛感しておりますが、

執行部の他のメンバーの協力のもとで、そして組合員の支援と参加によって、

本学の教職員総体の生活の向上にむけて微力ながら頑張りたいと思いますの

で、どうかよろしくお願いします。 

 

○ 副執行委員長 増田 健二（工学部支部） 

 ２０数年前に青年部長で執行委員を経験して以来、１６年前に教養支部から

の執行委員、８年前に工学部支部書記長、４年前に執行委員、とオリンピック

のある年ごとに組合役員を仰せつかり、そして今年度は副執行委員長を担当す

ることになりました。 

 私は人と争うのは好きではなく、人前に出るのも得意ではありませんでした

が、交渉などにおける少し過激な言動から、熱心な活動家のように誤解されて

いますが、そんなことはありません。本当はとにかく大変なのです。とはいえ、

財源がないのだからどうしようもないという風潮が強まり、職場の労働条件の

悪化をずるずると受け入れたり、給料が下がるのはあたりまえ、非正規職員の

方にしわ寄せがいくのを他人事のように見逃してしまうことはしたくありませ

ん。 

 微力ながら、職場をよくするための先駆け的存在として尽力したいと思いま

すので、この１年間よろしくお願い致します。 

 

○ 書記長 香野  毅（教育学部支部） 

 教育学部（特別支援教育）の香野毅（こうのたけし）です。よろしくお願い

します。 

 私は、研究者や教育者以外にも、地域の一人の住民であったり、家族の一員

であったりといくつかの側面を持っているわけですが、今年度、組合の書記長

の役をお引き受けするにあたっては、労働者としての側面に改めて目を向けさ

せられることになります。さらには執行部の一員としては、私個人だけでなく、 
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○ 執行委員 加藤 弘通（教育学部支部） 

本年度から執行委員で調査広報を担当させていた

だく加藤弘通（かとうひろみち）です。所属は、教

育学研究科の教職大学院で心理学を教えておりま

す。組合活動に関しては、特に子育て支援やその環

境整備に関心を持っております。１年間よろしくお

願いいたします。 
 

○ 執行委員 太田 隆之（人文社会科学部支部）

この度、執行委員を拝命致しました人文社会科学

部支部の太田と申します。若輩者であるとともに、

組合活動にまだ通じておりませんが、頑張って参り

たいと考えております。よろしくお願い申し上げま

す。 
 

○ 執行委員 小南 陽亮（教育学部支部） 

教育学部理科教育講座の小南です。 

今年度、主に組織法制を担当することになりまし

た。労働環境の厳しさが増す中、静岡大学が働きや

すい職場となるようにできるだけ活動したいと思い

ます。また、組合員がひとりでも増えるよう皆様に

は何卒ご協力をお願いします。初めての執行委員で

微力ですが、よろしくお願いします。 
 

○ 執行委員 高柳 正勝（情報学部支部） 

本年 4 月より正式な所属先は技術部となります。所

属が変っても、最低今年 1 年は情報学部支部というこ

とになるかと思います。所属１つをとっても組合で議

論していく必要があります。初めての執行委員で、か

つ担当する組織・法制はたいへんだと聞きますので、

無理をせず、小さな一歩から始めていきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願い致します。 

大学構成員の皆様の生活や労働にまで視野を広げ

ることが求められているのだと感じております。こ

のように考えると書記長の任が非常に重く感じら

れますが、自分のできることしかできないという開

き直りの感覚も持ち合せながら、精一杯努めていき

たいと思います。 
 
○ 執行委員 堂囿 俊彦（人文社会科学部支部）

人文社会科学部社会学科の堂囿です。静岡大学に

着任して 3年、まだまだ不慣れなことが多く、執行

委員としてどこまでお役に立てるのか分かりませ

んが、働きやすい環境を整えるべく努力していきた

いと思います。一年間、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

○ 執行委員 早川 泰弘（工学部支部） 

 今年度執行委員を担当することになりました電

子工学研究所の早川です。1980年代に工学部支部委

員と中執の書記局次長、1990年代に工学部支部長、

2000年代に中執の副執行委員長を担当しました。そ

して今年再び中執の執行委員の役割が回ってきま

した。この間、大学をめぐる情勢も大きく変わって

います。運営費交付金の減少と外部資金獲得競争の

激化の中、定員削減により大学の教職員数が大幅に

減少し、その結果一人一人が担う業務量は増え続け

ています。常勤職員の減少に伴い、非常勤職員が増

え、その待遇改善も大きな課題となっています。減

給補償額の平成26年度廃止、国家公務員給与臨時特

例法による減額など給与引き下げの実施に反対す

る運動を展開しなければなりません。大学の組織改

組の先行きも不透明です。このような中、微力です

が、執行委員の役割を果たす所存ですので、宜しく

お願いいたします。 

左から 増田、小南、堂囿、太田、山口（静岡書記局）、桐谷、吉村（西部書記局）、加藤、早川、香野、高柳 
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この間の活動（懇談会など） 

教職員共済、労金等 

退職予定者説明会（浜松） 

女性部懇談会（浜松） 

（情報学部支部と共催で送別会） 

2/21 

（火） 

3/29 
（木） 

日時：3月 19 日 12 時～13 時半  参加者：６名 

年度末で参加人数が予想以上に少なくなってしま

いましたが、その分上等なお弁当を用意して頂き、

参加者は皆、ありがたくいただきながら話をするこ

とが出来ました。 

 パート職員のおひとりの方が、「クーリングオフ期

間の撤廃」ならず、３月末にはご退職です。自然と、

静岡大学に勤務する非常勤・パートの待遇について

の話題になりました。 

 

 静岡大学の非常勤、パート職員の課題： 

・最近は若い人も増えてきている。男性では、当初

の条件の中で勤務して、それを足掛かりに別の職

場に移動していく人も多い。中には「正規にはな

りたくない」事情がある人もいる。それに対して、

女性では配偶者の職場、子育て・介護の問題など

家庭の事情で、静岡という地域を離れられない場

合も少なくないなど、最近、非常勤、パート職員

にも多様な層がいる。 

・女性で「ひとり親」の世帯も増えているようだ（教

職員のどのくらいの割合を占めているのだろう？ 

という声）。 

・大学の職員の中に、非常勤、パート職員の占め

る割合が過半数を超えるに至っている。非常勤、

パート職員の存在意義を、今一度考え直す必要

があるのではないか。 

・同様に非常勤、パート職員であっても、本部で

は正規職員と同じ部屋にいて、全体が見え易い。

しかし、学部の場合「一人職場」もあり、正規

職員が近くにおらず、いつまでも全体像が見え

ないままで、不安を抱きつつ働くといったこと

がある。 

・非常勤、パート職員には研修がない（場合が多

い）。一人の職員としての成長が期待されていな

いということで、モチベーションが上がらない。

・組合の存在や役割も知らないままで過ごしてい

る職員も少なくない。 

・今の時代、様々な働き方があるべきである。大

学という職場だからこそ、そこでの非常勤、パ

ート職員の労働条件の整備は、他に先んじて整

備していくべきなのではないだろうか。 

（2011 年度執行委員 小川裕子）

女性部昼食会（静岡） 
3/19 
（月） 

初めての取り組みとして、退職予定者説

明会を開催しました。 

教職員共済大学事業所および労金浜松

中央支店の担当者をお呼びして、退職にあ

たっての手続きや、年金の話、退職金の運

用、お勧めの共済などについてのお話をし

ていただきました。 

教職員共済や労金の利用者も多く、初め

ての手続きとあって、ほとんどの退職予定

者の方が出席され、熱心にお話を聞き、そ

の場で手続きを済まされる方も多くあり

ました。 
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☆と き：５／１３（日）１０時～１６時  ☆ところ：沼津市立沼津高等学校 

☆記念講演：宇都宮 健児さん（日本弁護士連合会会長） 

   「貧困なくし、憲法を活かして、だれもが安心して生きられる社会に！」 

ほか「子育て、教育」「暮らしと権利の問題」など 2５項目の分科会や 

沼津にまつわる「移動分科会」もあり！（移動分科会は申し込みと別途 600 円が必要です） 

☆参加費：1000 円（高校生以下無料）･･･組合で補助します 

☆託児あり（おやつ代 500 円） 

  ※詳しい内容は書記局までお問い合わせください。 

静岡県母親大会 
「生命を生み出す母親は 生命を育て 生命を守ることをのぞみます」 笹原恵先生

や鳥畑與一
先生が助言
者で参加！

新任教員研修会にて 

    組合ガイダンス 

4/5 

（木） 

 

種類は、緑茶の新茶（高尾みどり）、新茶の紅茶（一番紅茶）、ほうじ茶 
一番紅茶のティーバッグもあります 

 
とてもおいしいお茶です。ぜひご利用ください。 

新茶ちらしの申込用紙またはメールにてお申し込みください。 

 申込〆切 ５月１１日（金） 

◆◇◆◇ ━━━━━━━━ 

 新任の皆様へ 

  組合加入を 

    お誘いください！ 

━━━━━━━━ ◇◆◇◆ 

◆◇◆◇━━━━━━━━━━ 

組合リーフレット、 

全大教パンフレットなど 

書記局にあります。

ぜひご活用ください。 

━━━━━━━━━━◇◆◇◆ 


